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論文内容の要旨
大腸菌のトリプトファンオペロンは一定の制御様式を持つが、このオペロンが他の制御様式を持つ
λ ブアージの初期発王応童伝子部位に組み込まれた場合、つまり λ ファージのN 遺伝子と結合した場合、
その制御様式がどのように変化するかを転写のレベルでしらべた。
この結果、 トリプトファンオペロン全域がλ ファージに組み込まれた場合 (λtrpE-A) にはトリプ
トファンオペロンにとっては車云写開始点は 2 つあることが判明した。その 1 つはトリプトファンオペ
ロン本来のプロモーター (Ptrp) であるが他の 1 つはλ ファージのN 遺伝子のプロモーター (P L ) で
ある。つまり λtrpE-Aのトリプトファンオペロンは二重の制御を受けていることになる。この時PL か
らの転写はトリプトファンレプレッサーに阻止されることなくオペロン内に進入していく (read-th-
rough)口これに対し、 Ptrpを欠失した株 (λtrpBA) ではトリプトファンオペロンに関する転写開始点
はPLのみであり P L に完全に支配されていることが判明した。なおread- throughで、生ず、る mRNAをし
らべたところ、 N mRNA と trp mRNAが結合していることが判明した。
また各種の抗生物質を作用させ、たん白質合成を阻害させた状態でλtrpE-Aの Ptrp および、P L から
の車云写をしらべた。もちいた抗生物質はクロラムフェニコール、テトラサイクリン、ピユーロマイシン、
エリスロマイシンの 4種であるが、これらの薬剤を作用させると、 Ptrpからの転写はほ三完全に停止
するのに対しPL からの転写はひき続きおこなわれ薬剤の作用に対し抵抗性を示した。これらの事実は
Ptrpからの転写は翻訳が停止すると停止してしまう転写であり PL からの転写は翻訳が停止しても影
響を受けない転写であることを示している。つまり前者は翻訳と共やく (coupling) している転写で
あり、後者は非共ゃく(uncoupling) 型の転写である。共やく型および非共やく型の転写については
ファージや細菌において今迄にもいくつか確認され、報告されているが、その違いの生ずる機構につ
いては不明であった。しかし、本実験によると、同じトリプトファンmRNA合成で、あるのにオペロン
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の合成開始点が異なると、転写は共ゃく型あるいは非共ゃく型に変化することから、これらの違いの
生ずる原因はプロモーターの違いによるものであることが明らかになった。そしてこのことから、
RNAポリメラーゼがプロモーターに付着するとき、“共やく因子"のような何らかの因子がポリメラ
ーゼに付加し、転写の内容に変化を生じさせるものと考えられる。
論文の審査結果の要旨
谷征治君の研究はE. coli トリプトファンオペロンを λファージのNオペロンと遺伝的に結合させた場
合、 トリプトファンオペロンの発現がλファージの発現にどのような影響を受けるのかを転写のレベ
ルでしらべたものである。
先ず第 1 部では、 λファージの発現のある場合と無い場合でのトリプトファンmRNA の合成状態と、
λファージのmRNAのそれを対比することにより、 λファージに組み込まれたトリプトファンオペロン
は、 トリプトファンオペロン自身の制御機構のもとに発現していると同時に、 λファージの制御機構に
も影響を受けていることを明らかにした。つまりトリプトファンオペロンにとっての合成開始点は 2
つあり、 1 つはトリプトブアンプロモーター (P trp) で、もう 1 つは λファージのプロモーター (P L ) で
ある。第 2 部では、以上の結果をもとに、両者の制御機構が各種の抗生物質にどのように反応するか
をしらべている。その結果はPtrp からのRNA合成は、抗生物質に対し感受性を示し、 PL からの合成は感
受性を示さなかった。このことはPtrpからの合成は、たん白質合成がとまると停止してしまうものであ
り (coupling型)、 P L からの合成は、たん白質合成が止まっても停止しない (uncoup ling 型) RNA 合
成であることを示している。これらのことは同一のオペロン内のRNA合成でありながら、合成開始点
が異なると、 RNA合成機式が変化することを意味している。これまで、 coupling型のRNA合成と un-
coupling型のRNA合成があることはわかっていたが、その違いの生ずる原因については明らかでなか
った。谷君の実験は、その違いが、 RNA合成開始点の性質の違いによるものであることを明らかにし
ている。このように同君の研究は転写の制御機構の解明に寄与するものであり、よって谷征治君の論
文は理学博士の学位論文として十分価値のあるものと認める。
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